
令和８年度札幌バレーボール協会総会議案  

日時：令和８年３月１４日（土）午後３時～  
場所：北海きたえーる大研修室 豊平区豊平５条１１丁目１番１号  
 場所：ホテルノースシティー 中央区南８条西１丁目  

会 議 次 第 

１．  開会  

２．  会長あいさつ  

３．  規約改正（案） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙

４．  報告事項  

① 令和７年度事業報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

② 令和７年度会計決算報告 ・・・・・・・・・・・・・・・ ９

③ 会計監査報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４

④ その他

５．  議 事  

① 令和８年度札幌バレーボール協会運営方針（案） ・・・・１５

② 令和８年度各部運営方針及び事業計画（案） ・・・・・・１６

③ 令和８年度会計予算（案） ・・・・・・・・・・・・・・２２

④ その他

令和８年７月１８日（土）～１９日（日） 未 定 

令和８年１１月２日(月)～５日(木) 北海道立総合体育センター 



≪事務局≫

令和７年度 事業報告 

１ 会 議 

（1）総 会 令和７年３月２２日 ホテルノースシティ 

（2）理 事 会 ３月１１日、３月２２日、１０月２９日、（３月６日）

（3）常任理事会 ６月５日、６月２６日、７月２４日、８月２８日、９月２５日、

１０月１６日、１月２２日、２月１２日 

（4）天皇杯・皇后杯大会実行委員会等 ６月２１日、２９日

（5）高校選手権大会実行委員会等 ７月２４日、８月２８日、９月２５日、

１０月２日、７日、１６日、１８日、２３日、２５日、２９日、 

１１月１日、３日、１１日 

２ その他 

（1）天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会北海道ラウンド

令和７年７月１９日（土）～２０日（日） 東海大学 2 面・市立札幌清田高校 1 面 

（2）第７８回全日本バレーボール高等学校選手権大会北海道代表決定戦

令和７年１１月４日（火）～６日（木）北海道立総合体育センター 

令和７年１１月１４日（金） 北ガスアリーナ札幌４６（中央体育館） 

（3）財団法人札幌市スポーツ協会新年互礼会

令和８年１月５日（月） ホテルライフォート 

（4）各体育館専用利用調整会議

令和８年１月１７日（土） 中島体育センター 

（5）野幌総合運動公園体育館専用利用調整会議

令和８年２月７日（土） 野幌総合運動公園総合体育館 

（6）Ｖリーグ 北海道イエロースターズ・アルテミス北海道 ホームゲーム

10/25･26,11/1･2,11/8･9,11/22･23,11/29･30,1/17･18,2/14･15,3/14･15,3/21･22

会場（北ガスアリーナ札幌４６、真駒内セキスイハイム） 
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≪競技部≫ 

令和７年度 事業報告 
１ 諸会議について 

⑴ 令和７年度 地区協会競技委員長会議・研修会 

令和７年４月５日(土)かでる２・７ 1070 号室にて 

各カテゴリー競技委員長および地区協会競技委員長で開催 

⑵ 高校部会の会議 

第１回 令和７年８月 27 日（木） 札幌旭丘高等学校にて 

１）選手権大会地区予選はじめ各大会の運営方法について 

２）令和７年度各主催大会の業務分担について 

３）その他 

第２回 令和８年２月 25 日（水） 札幌旭丘高等学校にて 

１）競技運営体制の確認 

２）次年度の大会日程について 

 

２ 全国大会・全道大会について 

⑴ 天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会 北海道ラウンド 

令和７年７月 19 日（土）〜20 日（日） 会場：東海大学札幌キャンパス 

⑵ 第７８回 全日本バレーボール高等学校選手権大会 北海道代表決定戦 

令和７年 11 月４日（火）〜11 月６日（木） 会場：北海道立総合体育センター 

令和７年 11 月 14 日（金） 会場：北ガスアリーナ 46 

⑶ 第３０回 全国私立高等学校男女バレーボール選手権大会北海道予選会 

令和７年 12 月 20 日（土）〜21 日（日） 会場：北海道科学大学高等学校他 

３ 競技運営等について 

⑴ 第 78 回全日本バレーボール高等学校選手権大会は、77 回に続き３日目まではきたえー 

る、最終日のみ北ガスアリーナでの実施であった。概ね問題なく実施。 

４ 大会結果 

札幌地区大会・支部大会等はホームページの「大会記録集」により報告とします。 
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《審判部》      

令和７年度事業報告 
１ 各種競技会審判員参加状況 

(1) 国際大会 

  世界選手権女子        8月22日～9月7日（タイ） 

 

(2) 国内競技会 

SVリーグ 2025/26         10月～（全国各地） 

               12月27日28日（札幌市） 

 

Vリーグ 2025/26        10月～（全国各地） 

               10月～

                  

 

 

 

 

 黒鷲旗全日本男女選抜大会   5月 1～ 6日（大阪） 

 

明井 

 

 

明井、佐藤美、上總、尾上 

（ES）三村、（S）笹木美 

（LJ）武藤、田中、盛、遠山、八巻、大森 

坂本、藤井、尾上 

（札幌市、函館市） (2nd)小澤、竹本、三村 

（S）笹木宣、小澤、星野、本川、笹木美、中津川、武藤 

（AS）笹木宣、小澤、笹木美、田中、盛、埜田、藤久 

（LJ）村井、田中、笹木美、中津川、武藤、大沢、西森、盛、遠山、菅原、坂井、

菊地梨、安保、八巻、今紺、大山、菊地秋、大森、工藤 

 

尾上、藤井（指名） 

全国高校総体女子             8月 6～ 9日（岡山） 

全国高校総体男子     7月29日～8月1日（島根） 

全日本ｸﾗﾌﾞｶｯﾌﾟ女子選手権大会   8月 8～11日（福岡） 

全日本ｸﾗﾌﾞｶｯﾌﾟ男子選手権大会  8月 8～11日（埼玉） 

全日本小学生          8月 4～ 7日（東京） 

全日本中学校選手権大会      8月17～20日（長崎) 

全国ヤングクラブ優勝大会    9月20～21日（大阪） 

都道府県対抗中学        12月25～28日（大阪） 

 

明井（審判長）、藤井（指名） 

小澤（推薦） 

佐藤美（推薦） 

尾上（推薦） 

笹木美（推薦） 

坂本（指名）、三村、上總（推薦） 

笹木宣（推薦） 

竹本（推薦） 

 

多数 3) 北海道大会         全道各地    

 

２ カテゴリーレフェリー 

  Ｓ１ 佐藤美、上總   Ｓ２＋ 尾上  Ｓ２ 坂本、藤井 Ｓ３ 笹木宣、小澤、三村、竹本 

 

３ 北海道スクール受講者 

 ２月～12月（各地）     中津川､笹木美､田中、武藤、盛 

        

４ 講習会参加状況 

(1)全国関係 

  Ａ級候補審判員講習会（ＡＣキャンプ）  三村、竹本 

Ａ級審判員技術強化事業（全日本インカレ） 12月２日～４日 坂本、武藤、中津川 

クリニック（リモート） 11月26日 

全国６人制講習会        ３月20日 

全国ビーチ講習会        ３月22日 
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（2）北海道関係 

北海道ブロック伝達講習会   ４月 ６日（江別市 北翔大学） 

日Ｂ日Ｃ講習会(北海道大学春季リーグ・秋季リーグ) 

日Ｂ級審判資格取得審査講習会  坂井、石川、渡邉 

公認審判員基礎講座       ２月14日～15日(札幌市) 多数 

 

５ 資格取得審判講習会開催 

 （第１回札幌協会･中体連・道央クラブ連盟共催、第２回札幌協会･高体連札幌支部共催） 

第１回 ５月18日  札幌市立山鼻中学校  講師 尾上 セナ  受講者３７名 

第２回 10月12日  北海道札幌平岡高校  講師 藤井 靖香  受講者８４名 

      

６ 新規資格登録  

・日本協会公認Ｂ級審判員３名  ・日本協会公認Ｃ級審判員38名  ・北海道級審判員35名 

 

７ 資格更新手続き 

・日本協会公認Ｂ級審判員36名 ・日本協会公認Ｃ級審判員３名 

 

８ 会議 

  令和７年度北海道協会審判地区委員長会議  ４月６日（かでる２・７） 

  審判部会 ４月10日（リモート開催） 
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《強化部》 

令和８年度運営方針及び事業計画（案） 

  

【運営方針】 

  競技スポーツとして、トップチームを強化し、競技力向上を図る。 

 

１ 中学校、高等学校の全道・全国大会に向けた代表チームの強化に努める。 

２ 強化部員並びに小・中・高等学校各チーム指導者の研修会の開催を図る。 

３ 札幌協会としての人材発掘・育成を行う。  

 

【事業計画】 

 

１ 中体連全道大会向け強化練習会（男女）       令和８年６月 

                               
２ 高校選手権大会向け強化練習会（男女）      令和８年９月 

 
３ カテゴリー交流強化練習会（男女）        令和８年度内実施 

 

４ 道協会強化事業協力 

⑴  ＪＯＣ杯中学選抜強化 ９月～１２月 

⑵  国体高校選抜強化    ７月～１０月 
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令和７年度 札幌バレーボール協会 強化部決算
収入 支出

項目 額 No. 項目 計 内訳 額
強化育成基金 ¥200,000 1 9人制バレーボール強化事業 体育館賃借料(折半) ¥27,000

計 ¥200,000 ¥28,680 交通費 ¥1,680
2 中体連強化練習会(男子) 会場謝礼 ¥15,000

¥17,325 雑費 ¥2,325
決算 3 中体連強化練習会(女子) 会場謝礼 ¥10,000

収入 ¥200,000 ¥10,000
支出 ¥100,596 4 選手権強化練習会(男子) 会場謝礼 ¥15,000

残金 ¥99,404 食事代 ¥10,560
¥27,526 雑費 ¥1,966

5 選手権強化練習会(女子) 会場謝礼(北斗会場) ¥5,000
雑費 ¥2,065

¥17,065 会場謝礼(東海会場) ¥10,000

計 ¥100,596
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《指導普及部》 

令和７年度 事業報告 
◎ 中学生関係

１ 選抜優勝大会（ジュニアキャンプ第３次） 実施日：５月３日～５日 

２ ジュニアキャンプ第１次 実施日：８月４日～９日 

３ ジュニアキャンプ第２次決定戦 今年度より廃止 

４ ジュニアキャンプ第２次             実施日：１月５日～１１日 

男子：札幌大谷、北海道イエロースターズ、ヴォラーレ札幌、Ｍｅｔｅｏｒａ 

 厚別北、新琴似、西岡北、札幌スパーク 

女子：札幌大谷、札幌ＶＣ、南が丘、アルテミス札幌、新琴似北、ヴォラーレ札幌 

５ 優秀選手選抜大会 実施予定日：３月２６日～２８日 

６ 北海道科学大高等学校総監督 工藤博己先生による中体連応援プロジェクト 

 実施日 ５月～６月の中体連前の期間 

７ 小中連携区別バレーボールスクール 実施日：１１月３日（白石区） 

◎ 指導者養成関係

１ 北海道バレーボール協会公認コーチ認定講習会 兼 若葉マーク講習会 

実施日：５月１７日・１８日 

２ ジュニアキャンプ指導者講習会 実施日：７月１９日 

◎コーチ関係 北海道公認コーチの登録と連絡 更新者：１６名 

◎ 小学生関係

１ ジュニアキャンプへの参加 

２ 強化練習会の実施 実施日：１２月１３日 

中学生参加チーム：札幌選抜 

３ ジュニアバレーボール講習会 実施予定日：２月７日 
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《生涯スポーツ部》 

令和７年度 事業報告 

１ 大会の実施 

第６６回札幌市民スポーツ大会 

申込チーム数： ３７チーム 

① 代表者会議 ８月１０日(日)北区体育館 

② ９人制男女混合４チーム ８月２４日(日)東区体育館 

③ ９人制男、女子、９人女子４号球 ８月３１日(日)東区体育館 

④ ６人制男子、女子 ９月１４日(日)手稲区体育館 

⑤ ６人制男女混合 ９月２１日(日)北区体育館 

６人制混合ジュニア申込なし

２ 部会等の実施 

令和 8 年 2 月 7 日 ６人参加 

３ 一般財団法人 札幌市スポーツ協会関連事業の実施 

(1) 第 66 回札幌市民スポーツ大会総合開会式への参加

令和 7 年 5 月 22 日 19：00～ 札幌市教育文化会館

（2） 札幌市各区体育館への指導員の派遣 延べ 46 名 

体 育 館 
活動曜

日 
派遣指導員名 

北ガスアリーナ札幌 46  金曜日 今田、長谷、石井、谷口 

北ガスアリーナ札幌 46 
ジュニアバレーボール教室 

 水曜日 丹代、沓澤、石井、箭原 

北 区  火曜日 對馬、齋藤、宮崎、前田 

東 区  水曜日 佐々木、小坂、西野 

西 区  金曜日 丹代、間渕、前田、吉田、高橋 

南 区 木曜日 
間渕、藤澤、池本、一ノ瀬、辻、

稲村 

南区ジュニアバレーボール教室 木曜日 間渕、池本、一ノ瀬 

豊平区  水曜日 間渕、池本 

 豊平区ジュニアバレーボール教室 月･金 間渕、池本 

白石区  火曜日 伊庭、高田、山田、蟹谷 

清田区  火曜日 豊間根、小平（政）、小平（奈） 

  清田区ジュニアバレーボール教室 水曜日 豊間根 

厚別区  金曜日 豊間根、大友、深山 

手稲区  水曜日 菅原、本木、黒田 

手稲区ジュニアバレーボール教室  金曜日 對馬 

（3） Do スポ Kids への指導員の派遣

実施されず（ジュニアバレーボール教室に移行している）

４ 各体育館指導員意見交換会 

６月７日（土）北区体育館多目的室 

顧問、会長、各体育館指導員 合計 10 名 
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（収　入） （円）

項 目 予 算 額

繰 越 額 847,801 前年度からの繰越額

登 録 料 1,168,000 実 業 団 1 5,000 ク ラ ブ 8 40,000

大 学 20 100,000 高 校 82 656,000

中 学 114 342,000 小 学 生 20 20,000

参 加 料 9,810,000 中学選手権 111 832,500 中学白鳥杯 108 810,000
ｼﾞｭﾆｱｷｬﾝﾌﾟ 5,366,850

高 校 春 季 94 940,000 高校選手権 71 639,000

高校新人戦 91 910,000 高 校 新 人 69 621,000
審判講習会受講料 111,500

Ｖ 交 付 金 400,000 480,531 Ｖ 交 付 金 480,531

雑 収 入 30,330 預 金 利 息 1,173 そ の 他 37,359

繰 入 金 239,869 財政調整基金繰入 239,869

合 計 12,496,000

（支　出）

項 目 予 算 額

納 付 金 169,000 道協会基本金 94,000

身障スポーツ賛助 5,000

事 業 費 9,620,000 中学選手権 721,500 中学白鳥杯 776,014
ｼﾞｭﾆｱｷｬﾝﾌﾟ 4,000,921 中 学 選 抜 1,510,915

高 校 春 季 699,864 高校選手権 559,998

高校新人戦 684,060 高 校 新 人 447,613

強 化 費 100,596 審判講習会等 180,766
小連指導普及費 20,000 市民スポーツ 676

天皇杯支出金 118,780 選手権支出金 246,220

部 会 費 160,000 各 部 115,668 ジュニア対策 0

会 議 費 220,000 会 場 費 39,420 食 料 費 225,800

旅費・交通費 565,000 交 通 費 264,840

通信・運搬費 50,000 通 信 費 40,698 運 搬 費 1,000

事 務 局 費 850,000 用 品 費 128,545 印 刷 費 103,620

運 営 費 379,271 人 件 費 268,680

雑 費 230,000 慶 弔 費 21,230 餞 別 70,000

そ の 他 130,880

予 備 費 632,000
積 立 金 0
合 計 12,496,000

収入額 支出額 差引額

－13,000,583 12,026,575 ＝ 974,008

上記のとおり決算する

大会参加料
中学選手権 7,500 実 5,000

中学白鳥杯 7,500 ク 5,000

高校春季 10,000 大 5,000

高校選手権 9,000 高 8,000

高校新人戦 10,000 中 3,000

高校新人 9,000 小 1,000

札登録料分

880,116 30,116

45,220
115,668

（次年度繰越金）

△ 300,160

△ 44,332

△ 8,302

12,026,575 △ 469,425

△ 7,890

0

222,110

70,000 札スホﾟ協加盟負担金

264,840
265,220

41,698

令和７年度札幌バレーボール協会決算書　

8,202
0

504,583

420,850

摘 要

169,000
決 算 額 増 減

10,067,923

10,230,850

0

447,923

239,869

摘 要決 算 額 増 減

847,801 0
1,163,000 △ 5,000

0 特別会計(V交付金)繰入

0 △ 632,000

13,000,583

38,532

0

9



増 加 減 少

< 保 管 方 法 ＞ 繰 入 金 一般繰出金

普 通 預 金 40,094 0

（主管事業残金）

40,094

< 保 管 先 ＞ 預金利子等 特別補助金

北 洋 銀 行 2,584,290 4,425 26,348 2,602,461

合 計 2,584,290 44,519 26,348 2,602,461

特別補助金の内訳

天皇杯不足分補填 26,348

上記のとおり決算する

令和７年度　財政調整基金会計　決算報告書

区 分
前 年 度 末
現 在 高

決算年度末
現 在 高

決算年度中増減額

10



（収　入）

項 目 予 算 額

大 会 費 1,960,000
天皇杯・皇后杯
北海道ラウンド 295,000

天皇杯・皇后杯
北海道ラウンド 60,000

高 校 選 手 権
道代表決定戦 1,620,000

協 賛 費 450,000
天皇杯・皇后杯
北海道ラウンド 0

高 校 選 手 権
道代表決定戦 570,000

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ
東 部 ﾘ ｰ ｸ ﾞ 0

雑 収 入 1,500,000
天皇杯・皇后杯
北海道ラウンド 0

高 校 選 手 権
道代表決定戦 1,579,100

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ
東 部 ﾘ ｰ ｸ ﾞ 0

繰 入 金 0
天皇杯・皇后杯
北海道ラウンド 26,348

高 校 選 手 権
道代表決定戦 96,000

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ
東 部 ﾘ ｰ ｸ ﾞ 0

合 計 3,910,000

（支　出）

項 目 予 算 額

事 業 費 3,910,000
天皇杯・皇后杯
北海道ラウンド 381,348

高 校 選 手 権
道代表決定戦 3,825,006

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ
東 部 ﾘ ｰ ｸ ﾞ 0

合 計 3,910,000

収入額 支出額 差引額

－4,246,448 4,206,354＝ 40,094 財政調整基金へ繰出

15,000

4,206,354

4,206,354

決 算 額 増 減

296,354

上記のとおり決算する

122,348

336,448

122,348

4,246,448

296,354

令和７年度　札幌協会主管事業特別会計　決算報告書

摘 要

摘 要

570,000

1,579,100

120,000

79,100

決 算 額 増 減

1,975,000
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（収　入）

項 目 予 算 額

補 助 金 99,000 札幌市スポーツ協会から

参 加 料 135,000 １チーム3,000円 　３７チーム

競技団体負担金 0

合 計 234,000

（支　出）

項 目 予 算 額

事 業 費 234,000

合 計 234,000

収入額 支出額 差引額

210,676－ 210,676＝ 0

令和７年度　札幌市スポーツ協会補助事業特別会計　決算報告書

決 算 額 増 減

210,676 △ 23,324

99,000 0

摘 要

上記のとおり決算する

△ 23,324210,676

210,676 △ 23,324

摘 要

111,000 △ 24,000

0

決 算 額 増 減

676 676
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（収　入） （円）

項 目 予 算 額 決 算 額 増 減

繰 越 額 1,203,435 1,203,435 0 前年度からの繰越額 1,203,435

寄 附 金 0 1,000,000 1,000,000 1,000,000

0

雑 収 入 565 3,039 2,474 3,039

繰 入 金 0 0 0 0

合 計 1,204,000 2,206,474 1,002,474

（支　出）

項 目 予 算 額 決 算 額 増 減

支 出 金 1,100,000 664,247 △ 435,753

0

40,000

100,000

0

0

96,000

182,800

45,447

200,000

予 備 費 104,000 67,702 △ 36,298 救急バッグ・コールドスプレー 6,140

血圧計 4,818

56,744

合 計 1,204,000 731,949 △ 472,051

項 目 収入合計額 支出合計額 残　額

金 額 2,206,474 731,949 1,474,525

Ｖリーグホームゲーム無料観戦（中学
男女）(予算30万円実績ゼロ)

アナリスト講習会(予算無し実績20万円)

　次年度繰越金

高校選手権高校生コートオフィシャルユ
ニフォーム代(予算20万円実績18.28万円)

理事長東京出張旅費

小学生少年少女バレーボール教室
 (予算無し実績4.5447万円)

中体連応援プロジェクト(男女）
 (予算10万円実績4万円)

中学高校交流事業（男女）
 (予算20万円実績10万円)

高校大学交流事業（男女）
 (予算10万円実績ゼロ)

小中高交流事業(予算10万円実績ゼロ)

高校選手権会場設営関係（移動観覧
席）(予算10万円実績9.6万円)

摘 要

令和７年度　チャレンジ・ファンド会計　決算書

摘 要

本田氏出資金

その他

預金利息
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令和８年度札幌バレーボール協会運営方針（案） 

 令和７年度は、天皇杯・皇后杯北海道ラウンド・第７８回全日本バレーボール高等学校選手権大

会北海道代表決定戦の運営において、前年度の失敗を踏まえつつ、概ね、満足いくような結果とな

ったであろうと思われます。 

 新Ｖリーグ所属の北海道イエロースターズ、アルテミス北海道のホームゲームにおいて、当協会

所属の審判部やコートオフィシャルとして高校生が大会運営の中心となっていることは、当協会に

おいて大きな力となっております。 

 また、中高生の指導普及事業として、中学生応援プロジェクト（男女）、中学高校交流事業（男

女）、小学中学交流事業と、当協会独自に立ち上げた事業が一昨年度よりさらに進化した形で実施

されております。 

令和８年度は令和７年度に引き続き『主管全道大会運営の進化・発展』、『中高生の指導普及事業

の進化・発展』と『協会の組織改革の継続』の三点に加え、各カテゴリーによる『指導者研修会・

強化練習会の企画公募及び実施』を重点課題とし、以下のような運営方針により、各事業を進めて

まいります。 

【未来ある児童・生徒の活動に向けて】 

１ 小学生・中学生・高校生チームの積極的普及・指導・強化を推進し、指導者の資質向上に努め

るとともに、カテゴリー間の積極的な交流を勧める。 

２ 協会主催大会関係者のコンプライアンスを徹底する。 

【大会の定期的な実施と健全な大会運営について】 

３ 市民大会や協会が主催する各地区大会を確実に実施できるよう取り組む。 

４ 札幌協会が主管する天皇杯・皇后杯北海道ラウンド、第７９回全日本バレーボール高等学校選

手権大会北海道代表決定戦の大会運営について、適切に計画し実施できるよう取り組む。 

【Ｖリーグ大会の運営協力と協会所属チームの指導普及と強化について】 

５ Ｖリーグ大会運営をサポートできる人材を育成する。 

６ 小学生・中学生・高校生の指導普及事業を計画し実施する。また、各カテゴリーの指導者研修

会の企画を公募し実施する。 

７ 小学生・中学生・高校生チームの交流会を計画し、小学・中学・高校の指導普及につながる事

業を実施する。また、各カテゴリーの強化練習会等の企画を公募し、強化につながる事業を実施

する。 

【関係友好団体との健全な関わりについて】 

８ 関係友好団体と協調のうえ、生涯スポーツとしての普及発展に努める。 

【協会組織の改革・協会役員の資質向上と新規役員の発掘について】 

９ 協会組織の改革に努める。 

10 全ての大会が適切に運営できる大会役員数の確保・配置・育成を進める。 

11 協会役員の新規登用を積極的に進め、組織をより活性化させる。 

15
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≪事務局≫ 

令和８年度運営方針及び事業計画 （案） 
 

【運営方針】 

 １ 協会事業が円滑に運営されるよう各部、北海道協会、友好団体等との連携強化に努 

める。 

２ 予算に基づく適正な経理事務の執行に努めるとともに、各事業の決算事務について 

速やかに処理が行われるよう連携を取り、チェック機能の強化と責任の明確化を図る。 

３ 人材の発掘と確保、そして育成に努める。 

４ 財政基盤の強化に向けた取り組みに努める。 

５ 業務執行に支障が無いよう協会事務所の執務環境を整える。 

 

【事業計画】 

１ 登録チームの集約 

  ＭＲＳ個人登録制度について、各チームの円滑な登録と登録料の収納が行えるよう

に努める。 

 

２ 協会事業の円滑な運営を図るための各種会議の開催と議事録の作成に努める。 

（1）総   会   

（2）理 事 会  年３回程度 

（3）常任理事会  年１０回程度 

（4）事務局会議  必要に応じて 

（5）第７９回全日本高校選手権大会北海道代表決定戦実行委員会 必要の都度開催 

（6）天皇杯・皇后杯北海道ラウンド実行委員会 必要の都度開催 

     

３ 大会等の実施に係る競技会場の確保 

  第８０回高校選手権大会北海道代表決定戦における会場確保  
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《競技部》 

令和８年度運営方針及び事業計画 （案） 
 
 

【運営方針】 

 

【事業計画】 

１ 事務局との連携を図り、令和９年度以降の大会における体育館の確保に努める。 

事務局、競技部、審判部、強化部、指導普及部、生涯スポーツ部と相互協力に努めるとと

もに、 

各カテゴリー主催大会の円滑な運営に協力する。 

２ 競技部員の人材発掘に努め、競技部員の育成を図る。 

地区協会競技委員⾧会議・競技研修会への部員参加と伝達を図る。 

各カテゴリーの大会において、競技部員の人材発掘及び育成に努める。 

３ 各全道大会に向け早期に役員を決定し、円滑な大会運営に努める。 

 - 天皇杯・皇后杯全日本ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ選手権大会北海道ﾗｳﾝﾄﾞ  7月18日（土）～

19日（日） 

 - 第79回全日本ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ高等学校選手権大会北海道代表決定戦 

11月  2日（月）～  5日（木） 

４ ホームページやSNS等を有効活用し、広報の充実を図る。 

５ 大会の運営方法や運営費について見直しを行い、円滑な大会運営に努める。 

６ 大会日程の精選に努める。 
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«審判部» 

令和８年度運営方針及び事業計画 （案） 

【運営方針】 

１ 審判技術及び審判員の資質向上を図り、チームや観衆から信頼される審判実践を目

指す。 

２ 北海道大会、札幌協会主催大会に加え、ＳＶ-Ｖリーグに参加する審判員・JVIMS の

スタッフの確保・育成を行い、スムーズな大会運営に協力する。 

３ 審判講習会や JVIMS 講習会を実施し、ルールの伝達と新規審判員・JVIMS スタッフ

の育成に努める。 

４ 上級審判員を目指す若手審判員の発掘に努め、北海道協会主催の審判講習会・研修

会への参加を促し、ハイレベルな審判員の育成を目指す。 

５ 審判部ホームページやメールを利用し、審判員への情報案内の充実に努める。 

６ 日Ｂ級資格取得審査会に向けて、初心者勉強会の開催等、計画的な若手審判員の育

成に努める。 

 

【事業計画】 

１ 大会審判員の確保と派遣、大会運営 

２ 公認審判員資格取得審判講習会の実施 

（１）審判講習会（中体連・道央クラブ連盟共催）＜６人制＞ 

５月下旬 市内中学校(予定) 

（２）高校生対象審判講習会（高体連共催）＜６人制＞ 

. 10 月上旬 市内高等学校（予定） 

３ 審判研修会の実施 

部員対象… 強化部・学連・私学連盟・ヤング連盟との連携による強化練習会、

大学道央リーグ、私学大会、ヤングバレー等の大会で実施予定 

審判初心者対象… 審判研修会を市内中学校、高校にて実施予定 

JVIMS・LJ 研修会… 大学一部リーグ等で実施予定 

４ 審判登録・更新業務、日本協会個人登録（ＭＲＳ）の案内 

５ ホームページ、メールを利用した公認審判員への大会や講習会の案内、申込み 
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《強化部》 

令和８年度運営方針及び事業計画 （案） 

  

【運営方針】 

  競技スポーツとして、トップチームを強化し、競技力向上を図る。 

 

１ 中学校、高等学校の全道・全国大会に向けた代表チームの強化に努める。 

２ 強化部員並びに小・中・高等学校各チーム指導者の研修会の開催を図る。 

３ 札幌協会としての人材発掘・育成を行う。  

 

【事業計画】 

 

１ 中体連全道大会向け強化練習会（男女）       令和８年６月 

                               
２ 高校選手権大会向け強化練習会（男女）      令和８年９月 

 
３ カテゴリー交流強化練習会（男女）        令和８年度内実施 

 

４ 道協会強化事業協力 

⑴  ＪＯＣ杯中学選抜強化 ９月～１２月 

⑵  国体高校選抜強化    ７月～１０月 
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《指導普及部》 

令和８年度運営方針及び事業計画 （案） 

【運営方針】 

１ 小学生、中学生へのバレーボールの普及発展 

２ 指導者の養成 

３ 指導普及部員の人材発掘と育成 
     

【事業計画】 

◎ 中学生関係 

１ 選抜優勝大会（ジュニアキャンプ第３次）   実施予定日：５月上旬 

    

２ ジュニアキャンプ第１次            実施予定日：８月上旬 

         

  ３ ジュニアキャンプ第２次           実施予定日 令和９年１月上旬 

       

４ 優秀選手選抜大会              実施予定日 未定 

         

５ 北海道科学大高等学校総監督 工藤博己先生による中体連応援プロジェクト 

     実施予定日 ５月～６月の中体連前の期間 

  ６ 小中連携区別バレーボールスクール 

                    

      

◎ 指導者養成関係 

１ 北海道バレーボール協会公認コーチ認定講習会 兼 若葉マーク講習会 

          実施予定日 ５月１６日（土）・１７日（日）※審判部と連携 

      

２ ジュニアキャンプ指導者講習会        実施予定日：７月２５日 

       

◎コーチ関係   北海道公認コーチの登録と連絡 

 

◎ 小学生関係 

１ ジュニアキャンプへの参加 

２ 強化練習会の実施              実施予定日：１２月下旬 

３ ジュニアバレーボール講習会         実施予定日：令和９年２月 
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《生涯スポーツ部》  

令和８年度運営方針及び事業計画 （案） 

【運営方針】 

１ 札幌市民スポーツ大会等を通じ，誰もが楽しく参加できる大会の開催をめざし， 

生涯スポーツとしてバレーボールの普及発展に努める。 

２ 次代を担う部員、指導員の人材の発掘、育成を図る。 
 

【事業計画】 
１ 大会の実施 

第６７回札幌市民スポーツ大会 

① 代表者会議     ７月２６日(日)北区体育館 

② ９人制の部、６人制ジュニアの部  ８月 ９日(日)西区体育館 

③ ９人制の部     ８月３０日(日)西区体育館 

④ ６人制の部     ９月１３日(日)西区体育館 

⑤ ６人制男女混合    ９月２０日(日)北区体育館 

  

２ 一般財団法人 札幌市スポーツ協会関連事業の実施  

(1) 第６７回札幌市民スポーツ大会総合開会式への参加   

    日程 令和 8 年 5 月 22 日 札幌市教育文化会館 

（2） 札幌市各区体育館への指導員の派遣(予定) 

体 育 館 活動曜日 派遣予定指導員名 

北ガスアリーナ札幌 46 金曜日 今田、長谷、石井、谷口 

北ガスアリーナ札幌 46 
ジュニアバレーボール教室 

水曜日 丹代、沓澤、石井、箭原 

北 区 火曜日 
齋藤、前田、長谷川、吉田、 

高橋 

東 区 水曜日 佐々木、小坂、西野 

西 区 金曜日 丹代、吉田、高橋、前田 

南 区 木曜日 間渕、脇坂 

南区ジュニアバレーボール教室 木曜日 間渕、脇坂 

豊平区 水曜日 間渕、脇坂 

豊平区ジュニアバレーボール教室 月曜日 間渕、脇坂 

白石区 火曜日 伊庭、高田、山田、蟹谷 

白石区ジュニアバレーボール教室 月曜日 山田 

清田区 火曜日 豊間根、小平（政）、小平（奈） 

清田区ジュニアバレーボール教室 火曜日 豊間根 

厚別区 金曜日 大友、豊間根、深山 

厚別区ジュニアバレーボール教室 木曜日 大友 

手稲区 水曜日 菅原、本木、黒田 

 

３ 各体育館指導員意見交換会 

   日程・5 月末ころ予定 

４ 体育館利用計画 

 

５その他  

SNS 等で札幌市民スポーツ大会の情報提供と申込受付実施。 
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（収　入） （円）

項 目 前年度決算額

繰 越 額 847,801 前年度からの繰越額 974,008

登 録 料 1,163,000 実 業 団 1 5,000 ク ラ ブ 8 40,000

大 学 20 100,000 高 校 82 656,000

中 学 114 342,000 小 学 生 20 20,000

参 加 料 10,230,850 中学選手権 111 832,500 中学白鳥杯 108 810,000

ｼﾞｭﾆｱｷｬﾝﾌﾟ 5,000,000

高 校 春 季 94 940,000 高校選手権 71 639,000

高校新人戦 91 910,000 高 校 新 人 69 621,000

審判講習会受講料 111,500

Ｖ 交 付 金 480,531 Ｖ 交 付 金 480,000

雑 収 入 38,532 預 金 利 息 1,000 そ の 他 38,992

繰 入 金 239,869 財政調整基金繰入 300,000 (80周年記念事業費として)

合 計 13,000,583

（支　出）

項 目 前年度決算額

納 付 金 169,000 道協会基本金 94,000

身障スポーツ賛助 5,000

事 業 費 10,067,923 中学選手権 720,000 中学白鳥杯 780,000

ｼﾞｭﾆｱｷｬﾝﾌﾟ 3,500,000 中 学 選 抜 1,500,000

高 校 春 季 700,000 高校選手権 560,000

高校新人戦 680,000 高 校 新 人 450,000

強 化 費 100,000 審判講習会等 180,000

小連指導普及費 20,000 市民スポーツ 0

天皇杯支出金 120,000 選手権支出金 250,000

部 会 費 115,668 各 部 120,000 ジュニア対策 10,000

会 議 費 265,220 会 場 費 60,000 食 料 費 230,000

旅費・交通費 264,840 交 通 費 260,000

通信・運搬費 41,698 通 信 費 40,000 運 搬 費 20,000

事 務 局 費 880,116 用 品 費 130,000 印 刷 費 100,000

運 営 費 400,000 人 件 費 300,000

施設整備費 40,000 事務所Wi-Fi 52,000

廃 棄 費 用 8,000

雑 費 222,110 慶 弔 費 20,000 餞 別 140,000

そ の 他 130,000

80周年記念事業費 0 500,000

予 備 費 0 予 備 費 532,000

積 立 金 0

合 計 12,026,575

大会参加料 登録料

中学選手権 7,500 実 5,000

中学白鳥杯 7,500 ク 5,000

高校春季 10,000 大 5,000

高校選手権 9,000 高 8,000

高校新人戦 10,000 中 3,000

高校新人 9,000 小 1,000

480,000

500,000

増 減

1,460

9,864,000

70,000 札スホﾟ協加盟負担金

60,000

149,884

0

△ 4,840

摘 要

摘 要

△ 531

67,890

18,302

△ 507,923

0

増 減

14,332

令和８年度札幌バレーボール協会予算書　 （案）

0

△ 366,850

24,780

290,000

39,992

130,000

9,560,000

0

532,000

794,42512,821,000

1,030,000

290,000

260,000

予 算 額

60,131

△ 179,58312,821,000

1,163,000

予 算 額

300,000

532,000

500,000

974,008 126,207

169,000
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増 加 減 少

< 保 管 方 法 ＞ 繰 入 金 一般繰出金

普 通 預 金 0 0

（積立金・大会残金等）

0

< 保 管 先 ＞ 預 金 利 子 等 80周年記念事業

北 洋 銀 行 2,602,461 3,539 300,000 2,306,000

合 計 2,602,461 3,539 300,000 2,306,000

令和８年度　財政調整基金会計　予算書　 （案）

区 分
前 年 度 末
現 在 高

決算年 度 末
現 在 高

決算年度中増減額
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（収　入）

項 目 前年度決算額

大 会 費 1,975,000
天皇杯・皇后杯
北海道ラウンド 350,000

高 校 選 手 権
道代表決定戦 1,620,000

協 賛 費 570,000
天皇杯・皇后杯
北海道ラウンド 0

高 校 選 手 権
道代表決定戦 550,000

雑 収 入 1,579,100
天皇杯・皇后杯
北海道ラウンド 0

高 校 選 手 権
道代表決定戦 1,550,000

繰 入 金 122,348
天皇杯・皇后杯
北海道ラウンド 0

高 校 選 手 権
道代表決定戦 0

合 計 4,246,448

（支　出）

項 目 決 算 額

事 業 費 4,206,354
天皇杯・皇后杯
北海道ラウンド 350,000

高 校 選 手 権
道代表決定戦 3,720,000

合 計 4,206,354

収入額 支出額 差引額

4,070,000 － 4,070,000 ＝ 0

4,070,000

増 減

△ 136,354

△ 136,354

摘 要

4,070,000

予 算 額

△ 122,348

△ 176,448

0

4,070,000

550,000

1,550,000

△ 20,000

△ 29,100

1,970,000 △ 5,000

令和８年度　札幌協会主管事業特別会計　予算書  （案）

摘 要予 算 額 増 減
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（収　入）

項 目 前年度決算額

補 助 金 99,000 札幌市スポーツ協会から

参 加 料 111,000 １チーム3,000円 　　チーム

競技団体負担金 676

合 計 210,676

（支　出）

項 目 前年度決算額

事 業 費 210,676

合 計 210,676

摘 要

15,324226,000

226,000

16,000

予 算 額

0

15,324

226,000

0

予 算 額 増 減

111,000

15,324

令和８年度　札幌市スポーツ協会補助事業特別会計　予算書　 （案）

△ 676

摘 要増 減

115,000
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（収　入） （円）

項 目 前年度決算額 予 算 額 増 減

繰 越 額 1,203,435 1,474,525 271,090 前年度からの繰越額 1,474,525

寄 附 金 1,000,000 1,000,000 0 1,000,000

0

雑 収 入 3,039 5,475 2,436 5,475

繰 入 金 0 0 0

合 計 2,206,474 2,480,000 273,526

（支　出）

項 目 前年度決算額 予 算 額 増 減

支 出 金 664,247 600,000 △ 64,247

100,000

200,000

100,000

200,000

予 備 費 67,702 1,880,000 1,812,298 1,880,000

合 計 731,949 2,480,000 1,748,051

摘 要

令和８年度　チャレンジ・ファンド会計　予算書　 （案）

摘 要

本田氏出資金

その他

預金利息

予備費

中体連応援プロジェクト(男女）

中学高校交流事業（男女）

小中交流事業

高校選手権高校生コートオフィシャル
ユニフォーム代
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札 幌 バ レ ー ボ ー ル 協 会 規 約 

 

        第１章  総   則 

 

第１条  （名 称） 本協会は札幌バレーボール協会（略称Ｓ．Ｖ．Ａ．）と称する。 

第２条  （事務所） 本協会の事務所は札幌市に置く。 

第３条  （目 的） 本協会は、地区加盟登録団体を統轄するとともに、バレーボール 

の普及発展を図ることを目的とする。 

第４条  （組 織）本協会は､地区加盟団体及びバレーボール愛好者をもって組織する。 

        ２．本協会の地区は札幌市及びその周辺を区域とする。 

        ３．本協会は、北海道バレーボール協会を通じて日本バレーボール協会

に加盟する。 

４．２項に所属する中学校体育連盟バレーボール専門部、高等学         

校体育連盟バレーボール専門部、ママさんバレーボール連盟、         

道央クラブバレーボール連盟、ソフトバレーボール連盟及び小         

学生バレーボール連盟を友好協力団体とする。 

 

        第２章  事   業 

 

第５条  本協会は、第３条の目的を達成する為に次の事業を行なう。 

     １ 各種大会の主催、主管及び後援 

     ２ 各種講習会の開催 

     ３ その他、目的達成に必要な事業 

 

        第３章  役   員 

 

第６条  本協会に次の役員を置く。 

      会  長  １ 名 

      副 会 長  若干名 

      理 事 長  １ 名 

      副理事長  若干名 

      常任理事  若干名   

      理  事  若干名 

      監  事  ２ 名 

   ２. 本協会に名誉会長、名誉顧問、顧問、参与を置くことができる。 

第７条  会長、副会長、理事、監事は総会において選出する。 

   ２. 役員の選出は推薦によって行なう。  

   ３. 推薦は総会において選任された選考委員が行なう。 

   ４. 選出された役員は会長がこれを委嘱する。 
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第８条  理事長、副理事長、常任理事は理事中より選出し、会長が委嘱する。 

第９条  名誉会長、名誉顧問、顧問、参与は理事会の議を経て会長が委嘱する。 

   ２. 顧問・参与は会長の諮問機関とする。 

第１０条 会長は本協会を代表し、本協会の会務を統轄する。 

第１１条 副会長は会長事故ある時その職務を代行する。 

第１２条 理事長は本協会の全般的常務を執行する。 

第１３条 副理事長は理事長を補佐し、理事長事故ある時その職務を代行する。 

第１４条 常任理事は常務を分担し、処理執行する。 

第１５条 理事は重要事項を審議し、常務の一部を分担し処理執行する。 

第１６条 監事は本協会の会計を監査する。 

第１７条 役員の任期は２年とする。但し、再任は妨げない。 

   ２. 役員に欠員を生じた場合は速やかに補充し、任期は前任者の残任期間とする。 

   ３. 任期満了又は辞任によって退任した役員は、新たに選出された役員が就任する 

    までその職務を行なう。 

 

        第４章  会議及び運営 

 

第１８条 本協会に次の会議を置く。 

     １ 総会 

     ２ 理事会 

     ３ 常任理事会 

     ４ チーフ会議 

     ５ 専門部会及び委員会  

     ６ その他会長が必要と認めた会議 

第１９条 本協会の諸会議は全て過半数の出席で成立し、議事の議決は出席者の過半数で

決する。賛否同数のときは議長の決するところによる。 

第２０条 総会は各登録チームの代表者１名によって構成する。 

   ２．総会は毎年１回、会計年度終了後会長が召集する。 

   ３．臨時総会は次の場合に開催することができる。 

１ 会長が必要と認めた時 

２ 登録チーム数の３分の１以上の要求があった時  

   ４．総会の議長は出席した代表のうちから互選または会長とする。 

   ５．総会は本協会の最高決議機関であり、次の事項を審議決定する。 

     １ 規約の改廃 

     ２ 役員の改選 

     ３ 予算及び決算の承認 

     ４ 事業計画及び実施の承認 

     ５ その他重要事項の決定 

第２１条 理事会は必要により会長がこれを召集する。 

   ２. 理事会の議長は会長が当たる。 
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   ３. 理事会は次の事項を審議、決定する。 

     １ 理事長、副理事長、常任理事の決定 

     ２ 総会に提出する議案 

     ３ その他常務執行に関して理事会が必要と認める事項 

第２２条 常任理事会及びチーフ会議は必要により理事長が召集する。 

   ２. 常任理事会は次の事項を審議、決定する。 

     １ 理事会に提出する議案  

     ２ 専門部会、委員会の設置に関すること及び役員の選考  

     ３ その他常務執行に関して常任理事会が必要と認める事項 

   ３. チーフ会議は次の事項を審議、決定する。 

     １ 常任理事会に提出する議案  

     ２ その他常務執行に関してチーフ会議が必要と認める事項 

 

 

        第５章  事 務 局 

 

第２３条 本協会に事務局を設け、常任理事の中から事務局長を互選する。 

   ２. 事務局には常任理事会の議を経て、庶務主事、会計主事を置く。 

   ３. 事務局には常任理事会の議を経て、必要により、若干名の局員を置くことがで

きる。 

 

        第６章  専門部会及び委員会 

 

第２４条 本協会は必要により専門部会及び委員会を置くことができる。 

 

        第７章  加 盟 登 録 

 

第２５条 本協会に加盟するチーム及び個人は、所定の登録用紙に必要事項を記載し、登

録料を添えて登録する。 

   ２. 未登録のチーム及び個人は、各種大会に出場することができない。 

   ３. 登録料は毎年総会で決定する。 

   ４. 登録後その内容に変更が生じた時は、その都度速やかに本協会に届け出なけれ

ばならない。 

 

        第８章  会   計 

 

第２６条 本協会の経費は次の収入をもって当てる。  

    １ 登 録 料 

    ２ 補 助 金 

    ３ 寄 附 金 
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    ４ 事 業 収 入 

    ５ そ の 他 

第２７条 本協会の会計年度は３月１日に始まり翌年の２月末日までとする。 

 

 

第９章  改    正 

 

第２８条 本規約の改正は総会において３分の２以上の同意を得なければならない。 

 

付  則 

 

本規約は平成３年４月１日より施行する。 

本規約は平成１２年４月１日より施行する。 

本規約は平成１４年４月１日より施行する。 

本規約は平成２６年４月１日より施行する。 

本規約は平成２７年４月１日より施行する。 

本規約は令和４年４月１日より施行する。 

本規約は令和８年３月１４日より施行する。 
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